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２０２５年３月期
決算概要

１）対業績予想
２）決算のポイント
３）対前年度

※本編で使用されている“BSF”は、“リチウムイオン電池向けセパレータフィルム製造装置”を示しています。



売 上 高 1,681 1,700  19
営 業 利 益 140 140 +0

利益率

経 常 利 益 140 132 +8
利益率

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 125 117 +8

利益率

受 注 高 1,073 1,240  167

為 替 レート（USD） 150 円 140 円

8.4% 7.8% +0.6pt

7.5% 6.9% +0.6pt

2024年度
実績
(A)

2024年度 業績予想
（2024/11/12公表）

(B)

差異
(A-B)

8.4% 8.2% +0.2pt

業績サマリー（対業績予想）

 売上高は概ね業績予想通りだが、全セグメントとも僅かに未達
 営業利益は売上規模減少も工作機械セグメントの利益率改善等により達成
 為替差損益等の好転により経常利益、当期純利益増加
 受注高は、EV向け「BSF」をはじめ、全セグメントにおいて未達

（単位:億円）

3



883 

752 

257 

241 

84 

64 

16 

16 

1,240 1,073 

(100) 24年度予想 24年度実績

成形機内訳

対業績予想 受注高（セグメント）

射出 :射出成形機
ダイカスト :ダイカストマシン
押出 :押出成形機

24年度予想 24年度実績

射出

391 

ﾀﾞｲｶｽﾄ

172 

押出

320 
883

射出

386 
ﾀﾞｲｶｽﾄ

158 

押出

207 

752
成形機

工作機械

制御機械

その他

△16（△6.1%）

△20（△23.6%）

+0（+0.4%）

差 異

（単位:億円） （単位:億円）

△167（△13.4%）

△131（△14.8%）
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1,386 1,371 

215 213 

104 99 

16 20 

調整額

1,700 1,681 

(20)

24年度予想 24年度実績

対業績予想 売上高（セグメント）

成形機内訳

24年度予想 24年度実績

射出

359 

ﾀﾞｲｶｽﾄ

183 

押出

844 

1,386

射出

353 

ﾀﾞｲｶｽﾄ

174 

押出

843 

1,371
成形機

工作機械

制御機械

その他

△15（△1.1%）

△2（△0.9%）

＋4（＋26.8%）

△19（△1.1%）

差 異

（単位:億円） （単位:億円）

△5（△4.2%）
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前年度比 増収、営業利益増益
経常利益・当期純利益減益

 売上高
[成形機] ・押出成形機のEV用「BSF」が中国において大幅に増加

・射出成形機が国内、中国、インドで増加も、北米において減少
[工作機械] ・大型の工作機械が国内、中国、北米において減少

 営業利益・経常利益・当期純利益
・売上規模増加等により営業利益は増益
・為替変動の影響等により、経常利益は減益
・前年度に計上した固定資産売却益の反動減により当期純利益は減益

 受注高
[成形機] ・押出成形機が光学向け増加も、「BSF」がEV市場減速により減少

・射出成形機が国内の自動車向け、中国、インドにおいて増加
[工作機械] ・超精密加工機が国内、中国において増加

2024年度 決算のポイント（対前年度）

6



売 上 高 1,681 1,606 +75
営 業 利 益 140 136 +4

利益率

経 常 利 益 140 146  6
利益率

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 125 179  54

利益率

受 注 高 1,073 1,211  138

為 替 レート（USD） 150 円 151 円

8.4% 9.1% △ 0.7pt

7.5% 11.2% △ 3.7pt

2024年度実績
(A)

2023年度実績
(B)

差異
(A-B)

8.4% 8.5% △ 0.1pt

業績サマリー（対前年度）
（単位:億円）

※営業利益為替感応度（US$）
１円につき約１億円／年（円安は利益増加）
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射出

386 
ﾀﾞｲｶｽﾄ

158 

押出

207 

受注高（セグメント）

成形機内訳

23年度 24年度

射出

357 

ﾀﾞｲｶｽﾄ

183 

押出

354 
752

895 
752 

226 

241 

76 

64 

13 

16 

1,211 1,073 

23年度 24年度

成形機

工作機械

制御機械

その他

△143（△16.1%）

+15（+6.7%）

△12（△15.7%）

+3（+20.1%）

△138（△11.4％）

増 減

895

（単位:億円） （単位:億円）
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233

24/4Q
(25/1-3)

射出
79

ﾀﾞｲｶｽﾄ
50

押出
102

受注高推移（セグメント）

成形機内訳

足元の受注状況
 【射出】 国内における自動車向け中大型機、中国、インドで増加
 【ﾀﾞｲｶｽﾄ】 需要は緩やかに回復継続もEV向け関連投資に一服感
 【押出】 「BSF」がEV市場の減速の影響により停滞、光学向け増加
 【工作】 国内における産業機械、造船向け増加も、北米、中国で減少
 【精密】 国内における光学レンズ、半導体製造装置向け、中国における車載レンズ、光通信向けが増加
 【制御】 産業用ロボット低調、国内における電子制御装置減少

工作 :大型の工作機械（工作機械セグメント）
精密 :超精密加工機（工作機械セグメント）
制御 :制御機械

（単位:億円）

成形機には受注計上に四半期ごとの偏りがある
押出のEV用「BSF」の受注を含む

（単位:億円）
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売上高（セグメント）

成形機内訳

射出

370

ﾀﾞｲｶｽﾄ

167

押出

697

1,235

射出

353

ﾀﾞｲｶｽﾄ

174

押出

843

1,3711,235 
1,371 

259 
213 

118 
99 

15 
20 

調整額

1,606 1,681 

(20)

23年度 24年度

成形機

工作機械

制御機械

その他

＋136（＋11.0%）

△46（△18.0%）

△19（△15.8%）

+5（+27.0%）

＋75（＋4.7%）

23年度 24年度

（単位:億円） （単位:億円）増 減

10



259

24/4Q
(25/1-3)

射出
98

ﾀﾞｲｶｽﾄ
47

押出
111

売上高推移（セグメント）

成形機内訳
（単位:億円）

（単位:億円） 成形機には売上計上に四半期ごとの偏りがある
押出のEV用「BSF」の売上を含む
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受注残高（セグメント）

成形機内訳

23年度 24年度

射出

140 ﾀﾞｲｶｽﾄ

118 

押出

1,202 

射出

172

ﾀﾞｲｶｽﾄ

102押出

566 

8421,461 

842 

188 

216 

48 

31 

5 

4 

1,703 1,094 

23年度 24年度

成形機

工作機械

制御機械

その他

△619（△42.4%）

+28（+15.0%）

△17（△35.1%）

△1（△9.1%）

1,461

（単位:億円） （単位:億円）

△609（△35.7%）

増 減
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179

125

営業利益（セグメント）・経常利益・当期純利益

経常利益 当期純利益
△6（△3.6％） △54（△29.7％）

129 
141 

5
53
1

△ 2 △ 7

136 140 

(12)

23年度 24年度

成形機

工作機械

制御機械

その他

成形機
+12

(+9.2%)

その他
△5

(－%)

工作機械
+0

(+15.1%)

制御機械
△2

(△67.5%)

＋4（+3.5％）

（単位:億円） （単位:億円）

23年度 24年度 23年度 24年度

「MFLP座間」
固定資産（土地）
売却益を含む

146 140

固定資産（土地）
売却益を含む

営業利益

13



金額 率

　売上高 1,371 1,235 +136 +11.0%

　営業利益 141 129 +12 +9.2%

利益率 10.3% 10.5% ―  0.2pt

差異
24年度 23年度

（成形機）セグメント業績
（射出成形機・ﾀﾞｲｶｽﾄﾏｼﾝ・押出成形機など）

-

業績要因分析

＋

ネガティブ・ファクター
 【射出】北米、東南アジアにおいて減少

ポジティブ・ファクター
 【ダイカスト】インド、韓国、東南アジアにおいて増加
 【押出】中国におけるEV用「BSF」の大幅増加

（単位:億円）
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金額 率

　売上高 213 259  46  18.0%

　営業利益 5 5 +0 +15.1%

利益率 2.7% 2.0% ― +0.7pt

24年度 23年度
差異

（工作機械）セグメント業績
（単位:億円） （工作機械、超精密加工機など）

＋

業績要因分析

-

ポジティブ・ファクター
 【工作】粗利率の改善

ネガティブ・ファクター
 【工作】国内、中国、北米において減少
 【精密】中国において減少
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（制御機械）セグメント業績
（単位:億円） （産業用ロボット、電子制御装置など）

＋

-

ポジティブ・ファクター
 システムエンジニアリング増強

ネガティブ・ファクター
 国内における電子制御装置減少

業績要因分析
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金額 率

　売上高 93 99  6  6.7%

　営業利益 0 1  1 △100.0%

利益率 0.0% 1.1% ―  1.1pt

25年度予想 24年度実績
差異



経常利益分析
（単位:億円）

△6
（△3.6％）

・売上高増加に伴う
物流費の増加
・人件費の増加等
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➢ 国 内 : 【射出】【精密】増加
【ﾀﾞｲｶｽﾄ】【押出】【工作】【制御】減少

➢ 中 国 : 【射出】【押出】増加
【ﾀﾞｲｶｽﾄ】【工作】【精密】減少

➢ 東南アジア : 【ﾀﾞｲｶｽﾄ】増加
【射出】減少

➢ イ ン ド : 【射出】【ﾀﾞｲｶｽﾄ】増加
➢ 北 米 : 【射出】【ﾀﾞｲｶｽﾄ】【工作】減少

（単位:億円）

国内・海外売上高

18



1,040 

136 5 0 

1,184 

106 6 0 

（84%）（86%）

（53%）（50%）
（6%）（8%） （2%）（2%）

セグメント別 海外売上高
（海外比率）

海外売上高比率

成形機 工作機械 制御機械 その他

23年度： 74％
24年度： 77％

23年度24年度 23年度 23年度 23年度24年度 24年度 24年度

海外売上高・比率（セグメント別）
（単位:億円）
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164 145

952 1,026

245 211

750
363

110

101

310

150

24/3月末 25/3月末

買入債務

借入金

その他

株主資本

契約負債

その他

包括利益

2,531 1,996

△160

△9

△387

△34

+74

187 74

501 484

1,024

622

303

273

516

543

2,531 1,996

24/3月末 25/3月末

現金等

売上債権

棚卸資産

固定資産

その他

△30

△402

△17

△113

+27

自己資本比率

Ｄ／Ｅ比率

24/3月末 25/3月末

44.1% 58.7%
9.9% 8.6%

（単位:億円）

貸借対照表

負債 純資産資産
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23年度 24年度 増　減
508 515 7

93 83 △ 10
△ 38 9 47
△ 67 △ 65 2
△ 12 27 39

19 0 △ 19
515 543 28

営業活動によるＣ／Ｆ

現金及び同等物　期首残高

現金及び同等物　期末残高

　　　換算差額 他

計

財務活動によるＣ／Ｆ

投資活動によるＣ／Ｆ

キャッシュ・フロー計算書
24年度23年度（単位:億円）

棚卸資産増加 △219
契約負債増加 261
その他 51

借入金返済 △33
配当金支払 △33

棚卸資産減少 401
契約負債減少 △388
その他 70

自己株式取得△20
配当金支払 △33

固定資産売却 42
固定資産取得 △27
その他 △6
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２０２６年３月期
業績予想

１）業績予想
２）研究開発費、設備投資・減価償却費
３）配当予想
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売 上 高 1,400 1,681  281
営 業 利 益 50 140  90

利益率

経 常 利 益 50 140  90
利益率

親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 33 125  92

利益率

受 注 高 1,380 1,073 +307

為替レート（USD） 145 円 150 円

差異
(A-B)

△ 4.8pt

△ 4.8pt

△ 5.1pt

3.6%

3.6%

2.4%

2025年度 業績予想
（2025/5/12公表）

(A)

2024年度
実績
(B)

8.4%

8.4%

7.5%

2025年度 業績サマリー
（単位:億円）

米国関税政策の影響により不透明感が強まる中、現時点で想定される影響を鑑み、通期業績予想を策定
売上高の減少は、主に押出成形機のEV用「BSF」の減少による
営業利益、経常利益の減少は、主に売上規模減少による
当期純利益の減少は、売上規模減少に加え前年度に計上した固定資産売却益（土地の売却益）の反動減による
受注高の増加は、主に押出成形機のEV用「BSF」、工作機械の増加を見込む
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752 

972 

241 

307 

64 

71 

16 

30 

1,073 1,380 

24年度実績 25年度予想

受注高（セグメント）

成形機内訳

24年度実績 25年度予想

射出

386 
ﾀﾞｲｶｽﾄ

158 

押出

207 射出

384 

ﾀﾞｲｶｽﾄ

208 

押出

380 
972

成形機

工作機械

制御機械

その他

+7（+10.7%）

+14（+86.7%）

+307（+28.6%）

752

（単位:億円） （単位:億円）

増 減

+220（+29.3%）

+66（+27.3%）
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1,371 

1,029 

213 

272 

99 

93 

20 

28 

調整額

1,681 1,400 

(20)

24年度実績 25年度予想

射出

421 

ﾀﾞｲｶｽﾄ

200 

押出

408 

売上高（セグメント）

成形機内訳

射出

353 

ﾀﾞｲｶｽﾄ

174 

押出

843 

1,371 1,029

成形機

工作機械

制御機械

その他

△342（△25.0%）

△281（△16.8%）

増 減

（単位:億円） （単位:億円）

△6（△6.7%）

＋59（+27.6%）

+8（+38.0%）

25

24年度実績 25年度予想



営業利益（セグメント）・経常利益・当期純利益

経常利益 当期純利益

△90（△64.5%） △92（△73.8％）

141 

37 

5

11

1

0 

△ 7

2

140 50 

(5)

24年度実績 25年度予想

その他

制御機械

工作機械

成形機

成形機

工作機械

制御機械

その他

△90（△64.5%）

成形機
△104

(△73.8%)

その他
＋9

(－%)

工作機械
＋6

(＋88.0%)

制御機械
△1

(△100.0%)

（単位:億円） （単位:億円）

営業利益

固定資産（土地）
売却益を含む
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金額 率

　売上高 1,029 1,371  342 △ 25.0%

　営業利益 37 141  104 △73.8%

利益率 3.6% 10.3% ― △ 6.7pt

25年度予想 24年度実績
差異

（単位:億円） （射出成形機・ﾀﾞｲｶｽﾄﾏｼﾝ・押出成形機など）

＋

-
ネガティブ・ファクター
 【押出】中国におけるEV用「BSF」の減少
 米国政権の関税政策の影響による設備投資下振れリスク

（成形機）セグメント業績

業績要因分析

ポジティブ・ファクター
 【射出】インド市場の需要継続
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金額 率

　売上高 272 213 +59 +27.6%

　営業利益 11 5 +6 +88.0%

利益率 4.0% 2.7% ― +1.3pt

25年度予想 24年度実績
差異

（単位:億円） （工作機械、超精密加工機など）

＋

-

ポジティブ・ファクター
 【工作】国内における産業機械、造船向け、北米におけるエネルギー

関連向け増加
 【精密】国内における光学レンズ、中国における車載レンズ、光通信

向け増加

ネガティブ・ファクター
 米国政権の関税政策の影響による設備投資下振れリスク

（工作機械）セグメント業績

業績要因分析
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金額 率

　売上高 93 99  6 △ 6.7%

　営業利益 0 1  1 △100.0%

利益率 0.0% 1.1% ― △ 1.1pt

25年度予想 24年度実績
差異

（単位:億円） （産業用ロボット、電子制御装置など）

＋

-

ポジティブ・ファクター
 省人化・省力化向けシステムエンジニアリング関連の増加

ネガティブ・ファクター
 国内における電子制御装置減少

（制御機械）セグメント業績

業績要因分析
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23年度 24年度 25年度計画

128 

57 

39 

23年度 24年度 25年度計画

31 
27 

33 

23年度 24年度 25年度計画

研究開発費、設備投資・減価償却費

研究開発費 設備投資 減価償却費
（単位:億円）

「MFLP座間（相模物流
施設）」を含む

増産対応のためのインド
新工場等
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2024年度配当の状況

第２四半期末 期　末 年　間 配当性向
（連結）

2024年3月期 70.0円 70.0円 140.0円 52.1%

2025年3月期 70.0円 70.0円 140.0円 26.4%
2026年3月期

（予想）
70.0円 70.0円 140.0円 100.3%

配当金の決定に関する方針
当社は、収益性の向上に向けて経営体質の強化を図りながら、安定配当を維持し、業績に応じ
た利益配分をしていくことを基本方針としております。
利益剰余金につきましては､企業の継続的発展のため将来の事業展開等を戦略的に判断し､

人的資本の強化や生産設備､技術開発､海外展開等に有効に投資していくとともに､継続して
株主の皆さまへの適正な利益還元を実施してまいります。

※2024年3月期の配当性向:「MFLP座間（相模物流施設）」事業化に係る特別利益（土地売却益）は、等価交

換方式のため建物の持分取得に充てられたことから、当期純利益から除いています。

また、2024年5月13日に公表した自己株取得を含めた総還元性向として算出しています。

※
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